
平成 1 4 年度東海 ･ 北陸地 区国 立 学校等教室系技術職員合 同研修

( 化学 コ
ー

ス) に参加 し て

平山か ほ る ( 工学部技術部第
一

技術系第
一

班)

は じめ に

平成 1 4 年度東海 ･ 北陸地 区国立学校等技

術職員合同研修 (化学 コ ー

ス) が平成 1 4 年

9 月 4 日 ( 水) - 6 日 (金) の 3 日間 ､ 静岡

大学で開催された . 参加者は東海 ･ 北陸地 区

の 9 機関か ら合計2 1 名で あ っ た ｡ 以下に研

修内容の詳細に つ い て 報告する｡ また ､ 研修

日程を表1 に示す｡

第
一

日 日

午前中はオ リ エ ン テ
ー シ ョ ン

､
工 学部技術

部長の講話後 ､

｢ 人事管理上 の 諸課題｣ に つ

い て 講義がなされ た ｡

午後は 3 講義あり ､
いずれも共通 の タイ ト

ル と して ｢廃プラリサイ ク ル｣ が付されて い

た｡
｢ Ⅰ 廃 プラ処理 の 技術と シ ス テ ム｣ で は ､

廃 プラ ス チ ッ ク の 幾 つ か の リ サイ ク ル 方法

とも っ とも現実的な選 択肢に つ い て
､

ま た

｢ Ⅲ . 環境負荷 の 少 な い 超臨界流体利用 技

術｣ で は ､ 超臨界流体技術と超臨界水や超臨

界 ア ル コ ー ル を用 い た廃プラ ス チ ッ ク等 の

再資源化に つ い て
､

そ して ｢ Ⅲ . 油脂 を利用

した廃 プラ ス チ ッ ク の リサイ ク ル と物質環

境社会｣ で は､ 高分子 を油脂中で熱分解す る

と短時間で 申分子量 になり溶媒と の 親和性

が増す｡
これ を利用 し

､ 廃プラ ス チ ッ ク をリ

サイ ク ル すると い っ た技術に つ い て講義が

な された｡
い ずれ の 講義も興味深 い も の で あ

っ たが
､
超臨界流体を利用 して の廃プラリサ

イ ク ル に は特に興味深 い も の があ っ た｡

第 二 日 目

電子 工 学研究所技術部担当 の ｢ ガラス 加 工

- ガラス の 切断と接合そ の 基礎と応用 -

｣ ､

工学部技術部担当の ｢廃プラ ( 日用 品) の化

学構造同定 一 科学的､ 物理的性質か ら -

｣ の

2 実習を行 っ た｡ 図 1 . はガ ラス 加 工 の 実習

で使用 したガ ス バ ー ナ ー で ある｡ ガ ラ ス 加 工
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図 1 . 使用 した ガ ス バ ー ナ ー

図 2 . 完成品

は未経験 な私で した が ､ ガラ ス の 性質と加 工

技術を教わ り なが ら無事実習 を終える こ と

がで きた｡ 図 2
. は ガラ ス 加 工 の 最終目標で あ

る径 の 異なる ガラ ス の 接合の 完成品で ある ｡

ま た
､ 講義と して ｢ 産業排水 と環境影響｣

があ っ た o
こ の 講義は 3 日目午後の 学外施設

見学と 関連 したもの で あり
､
よ り理解を深 め

る もの と な っ た｡ また ､
3 日 目午前の 実習 も

こ れ に関するもの で あ っ た o

第三 日 日

午前中 ､ 農学部技術部担 当 の ｢ 再生紙及 び

排水中 の C O D 測定｣ の 実習を行 っ た D また
､

牛乳 パ
ッ ク を利用 した紙鋤 に より

､ 葉書の 作

成 を行 っ た o

午後 は ､ 施設 と して 静岡大学 の 機器 分析 セ ン

タ
ー 内 と 安倍川製紙株式会社 の 見学 が あ っ

た o 図 3 は安倍川製紙 造水プラ ン ト見学 の 様

子 で ある ｡

9 5

図 3 安倍 川製紙造水プ ラ ン ト見学

お わ りに

今回 の 研修は講 義と 実習が関連付 け され

て お り ､ より理解 しや す い もの で あ っ た. ま

た
､
ど の 実習も化 学に携わる技術職員で あれ

ば必 要で あると思 われ る基礎的 な 実習で あ

っ た ｡

こ の 報告書に 使用 の 図 は静岡大学総務部

人事 課 の 方によ るデ ジ タ ル カ メ ラ撮影 を使

用させ て い た だきま した ｡ 最後に本研修 を企

画 して い た だ い た 静岡大学 関係 者 の 方 々 に

深くお 礼申 し上 げます .


